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援連携委員会設置の目的、任務、構成等の説明
と、委員会設置の経緯と図書館組織の改編、第
１回～第６回委員会の概要報告があり、引き続
き 2010 年度の学習支援活動報告があった。
活動報告に関連して文学学術院から、基礎演習
における図書館からの授業支援の実態と、学術院
側の基礎演習科目設置の考え方が委員に示され
た。他に、図書館からの授業・ガイダンスにはデー
タベースの利用方法だけでなく、利用にあたって
のルール、情報の利用の仕方を学生に浸透させる
ことも必要であるとの指摘があった。情報倫理に
ついては、メディアネットワークセンター授業と
も関連するため図書館との連携をより強めていき
たい、との発言もいただいた。
第 7 回委員会では「2010 年度以降に向けた取
り組み」をもって 2011 年度に向けた取り組みと
して活動する旨図書館から説明があった。この
ことに関して委員から、長期的な視点からの若
手人材の育成、留学生向けのオンデマンドコン
テンツの作成など、授業だけでなく図書館情報
リテラシー教育に関する選択の幅を広げること
も必要との意見があった。
このことに対して図書館から次のとおり説明
があった。
・  委員会の議論の内容を各学術院にお持ち帰り
いただき、各学術院のカリキュラム等との連
携についてもご検討いただきたい。
・  教育の主体として学術院が新入生に対してど
のような内容の導入教育をするのかというこ
とが基本にあり、そこに図書館がどのように
連携していくかが重要であると認識している。
・  人材育成の問題はたいへん重要な問題である
と認識している。
これらをふまえて、教育・研究の場により密
着した図書館サービスを展開したいと考えてお
り、そうしたことからも各学術院と図書館との
連携は不可欠であると考えている、と改めて連
携の意義を強調した。
7月23日に開催された学習支援連携委員会（第
6 回）では、2009 年度ならびに 2010 年度前期の
活動として、2009 年度の学習支援連携委員会
の動きと図書館による学習支援活動について報
告があった。引き続き 2010 年度前期の学習支
援活動についても報告がなされ、個別授業やゼ
ミ対応の新規の授業支援の依頼が増大し、継続
取り組みの活動と合わせこれまでに約 12,500 人
の参加があったことが報告された。これに関し、
わせだライフＡＢＣにおける図書館コンテンツ
の受講促進連携、授業支援のサポートを図書館
職員が担当していることから教員と図書館職員
との一層の連携が不可欠であることを委員会と
して確認した。また、この間、継続して図書館
が対応している政治経済学部総合基礎演習α授
業支援について、時間割の分散化を図り全クラ
スが PC 実習を受講可能とするなど学部側の対
応の紹介があった。また総合基礎演習に加えグ
ローバル 30 でも図書館と連携する予定であるこ
とも紹介された。
2010 年度以降に向けた取り組みについて図書
館から提案があり、審議の結果、これを基調と
して取り組みの成案とすることとした。提案の
主旨と取り組み内容は以下のとおり。
　提案の主旨：昨年度までの学習支援連携委員
会での審議経過と今年度前期までの学習支援
連携の取り組みをふまえて中期的視点からま
とめたもの。（全文は 3 ページに掲載）
　・  学部導入教育における「図書館情報リテラ
シー」授業支援の改善と拡大、教職協働の
実現
　・  若手研究者・大学院学生への支援
　・  学習支援体制の拡充・強化に向けて～連携
支援体制の検討～
　・  学内施設・機能の有効活用と職職協働
　・  アカデミックリエゾン研修体制の構築と研
修実施
これらの提案に対し委員から出されたオンデマ
ンドコンテンツの拡充要望、個別の教職員からの
要望への対応を期待する意見をふまえ、先の提
案を基調として確定案を作成することとした。
2011 年 2 月 3 日に開催された第 7 回委員会で
は、新たな委員選出のもと、あらためて学習支
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　図書館では、昨年度における委員会での審議経過とこ
の春までの取り組みを通して、今後展開すべき学習支援
活動の柱立てを行なった。
以下に、各学術院や学内箇所との連携のもとに図書館
が担うべき学習支援とその進め方についての考えを示す。
1.学部導入教育における「図書館情報リテラシー」授業
支援の改善と拡大、教職協働の実現
　すでにいくつかの学術院においては、図書館による学
部導入教育における「図書館情報リテラシー」授業支援
またはガイダンスが実施され、新入生への図書館認知と、
主体的な図書館利用の第一歩を促す仕組みができている。
これらの支援についてはより一層の内容充実と体制の見
直しを行ないつつ、引き続き支援の改善拡大を進める。
　一方、導入教育において「図書館情報リテラシー」授業
支援の取り組みに至っていない学術院も存在する。今年
度後半には、シラバスを参照するなどのニーズの調査をふ
まえ各学術院との継続的な懇談を通して、あらたな支援
の可能性、学習・授業支援の拡大をはかりたい。
　その際、既存の学習・授業支援の形にとらわれない、
柔軟な支援対応も考慮する。例えば、学部全体を通した
授業支援には実施の難しさも多いことから、必要とされ
る教員に対して個別の学習・授業支援が可能となるよう、
教員一人ひとりに必要な情報を届けることができる仕組
みや、また図書館がどのような支援をしているのかをさ
らにわかりやすく示すことができる広報、授業で使用し
ていただくことが可能なオンデマンド教材や「リサーチ
NAVI」などのWeb情報の整備等を行なうことにも取り組
み、幅広い学習・授業支援の可能性を広げる。
　このようにして展開される学習・授業支援には図書館
は最大限協力し、教員とのより緊密な連携を通して、教
職協働の実現を図る。
　さらに学部3年次4年次に対する学習支援のあり方も
同時に検討する。
2.若手研究者・大学院学生への支援
　学部導入教育だけでなく、若手研究者や大学院学生へ
の支援取り組みも継続して行なう必要がある。特に新任
の研究者や他大から本学大学院へ入学した学生の場合に
は、なるべく早い時期に早稲田大学の学術情報資源とそ
の利用について周知をすることにより、一日でも早く早稲
田の環境を有効活用することが可能となる。新任教員セ
ミナーや昨年度に実施した政経学術院での取り組みをパ
イロットケースとして、若手研究者の図書館情報リテラ
シーを高めていただくことと、学習・授業支援協力者と
して活躍していただける可能性も含め、支援を展開する。
3.学習支援体制の拡充・強化に向けて〜連携支援体制
の検討〜
学習・授業支援を行なうことによって学生や教員の満
足度がアップするが、例えばすべての学部に対して同時
期に同内容の学習・授業支援が行なえるわけではない。
そこで、特に学部導入教育においては各担当教員の効果
的な授業運営が可能となるよう、助教・助手、TA、ボ
ランティア、業者や在学生の協力も視野に入れた連携の
ための体制づくりを検討する。
例えば、キャリア支援においては「学生キャリアアド
バイザー」、後輩指導においては「こうはいナビ」など学
内ではすでに在学生の活用の実態があり、図書館におい
ても一例としてこのような学生活用が可能と考える。
学生に限らず学習・授業支援に関して連携協力者の導
入にあたっては、その目的、役割の明確化、教育研修体
制などすでに実施が進んでいる先行事例を参考にしなが
ら具体化に向けて検討し、年度初めの授業支援を中心に
学習・授業支援体制の拡充・強化につなげる。
4.学内施設・機能の有効活用と職職協働
図書館は、館内施設の改修によって新たな学習スペー
スの創造を行なうことに取り組んでいるが、実際の学習・
授業支援や特にPCを用いた情報検索、DB利用指導など
は当面学内の既存の各PC教室を最大限活用することと
する。このとき各学術院担当者を通した会場確保、さら
には広報などを通じて図書館以外の職員における図書館
活動への理解が促進され、箇所間さらには職員間の連携
（職職協働）による学習・授業支援のひとつの形を作り上
げることができる。
学術院との協力関係を推し進めると同時に、学内の横
断的組織、たとえばオープン教育センター、MNC、ライ
ティングセンター、ICCなどとも懇談を重ね、図書館単
独ではなくこれら学内箇所機能の有効活用を図れるよう
積極的な働きかけや協力も行なっていく。
5.アカデミックリエゾン研修体制の構築と研修実施
学習・授業支援やゼミ支援には、図書館サービスや
DBをはじめとした図書館情報資源そのものの理解が欠
かせない。また授業内容の構成や適切なDB選択、効果
的なDB検索実習などは、事前に教員との十分なコミュ
ニケーションを通して作り上げるものである。それらを
可能とするため、アカデミックリエゾンは修得すべき知
識・技能について十分な研修を重ねる必要がある。今年
度後半には、必要とされる研修体制を作り上げ、研修実
施を重ね、拡大する学習・授業支援に責任を持って対応
できるようその育成を図る。
2010年度以降の取り組みについて 第7回学習支援連携委員会資料
学習支援連携委員会設置要綱
1.目的
『「Waseda Next 125」理事会の基本的な
考え方』が示す全学基盤教育の確立に向けて、
図書館に期待される新たな役割の具現化や各
学術院において展開される教育研究活動と図
書館サービスのより密接な連携を実現するた
め、図書館に学習支援連携委員会を設置する。
2.任務
本委員会は、主に学部学生に対する学習支
援の一層の充実・強化をめざし、全学共通の
枠組みの構築や各学術院ごとの取り組み等に
ついて検討をおこなうことを任務とする。
3.構成
（1）各学術院の教務担当教務主任、副主任ま
たは各学術院長が推薦した者　各 1 人
（2）図書館長、図書館副館長および図書館事
務部長
（3）教務部長または教務部副部長のうちから
選任された者　1 人
（4）メディアネットワークセンター所長、副
所長または教務主任のうちから選任された者
1 人
（5）オープン教育センター所長または教務主
任のうちから選任された者　1 人
（6）図書館長が指名する教職員　若干人
なお、座長は図書館長とし、幹事は図書館
事務部長とする。
4.委員の任期
役職上の委員を除く委員の任期は、図書館
長の任期に準ずる。
5.作業部会の設置
本委員会は、学習支援に係る諸施策を企画・
実施するため、必要に応じて、作業部会を本
委員会のもとに設置できる。
6.事務
事務は図書館総務課長がおこなう。
以上
（2009 年 2 月 6 日制定）
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学習支援連携委員会委員名簿
箇　所　名
政治経済学術院
法学学術院
文学学術院
教育・総合科学学術院
商学学術院
理工学術院
社会科学総合学術院
人間科学学術院
スポーツ科学学術院
国際学術院
図書館
図書館
図書館
図書館
教務部
メディアネットワー クセンター
オープン教育センター
図書館
国際部
役　職
学術院長補佐
学術院長補佐
学術院長補佐
学術院長補佐
学術院長補佐
学術院長補佐
副学術院長
学術院長補佐
学術院長補佐
学術院長補佐
館長
副館長
副館長
事務部長
教務部長
教務主任
教務主任
事務副部長兼利
用者支援課課長
副部長
（〜2010.9.20）
部長
（2010.9.21〜）
委　員
岡本　暁子（～ 2010.9.20）
船木由喜彦（2010.9.21 ～）
グレン・ストックウェル
坂上　桂子（～ 2010.9.20）
岡部　耕典（2010.9.21 ～）
小林　敦子（～ 2010.9.20）
若林　幹夫（2010.9.21 ～）
横山　将義（～ 2010.9.20）
藤田　　誠（2010.9.21 ～）
後藤　春彦（～ 2010.9.20）
宗田　孝之（2010.9.21 ～）
上沼　正明
小島　隆矢（～ 2010.9.20）
扇原　　敦（2010.9.21 ～）
間野　義之（～ 2010.9.20）
岡　浩一郎（2010.9.21 ～）
池島　大策（～ 2010.9.20）
ヴィクトリア・ミューライゼン
（2010.9.21 ～）
加藤　哲夫（～ 2010.9.20）
飯島　昇藏（2010.9.21 ～）
宗像　和重（～ 2010.9.30）
和田　敦彦（2010.10.1 ～）
中島　達夫
中元　　誠
田中　愛治（～ 2010.11.7）
大野　髙裕（2010.11.8 ～）
瀧澤　武信（～ 2010.9.20）
楠元　範明（2010.9.21 ～）
藤本　浩志（～ 2010.9.20）
瀧澤　武信（2010.9.21 ～）
多田　智子　
広田　真一
学習支援連携委員会作業部会名簿
事務副部長 兼 利用者支援課長
利用者支援課
事務副部長 兼 総務課長
情報管理課長
高田早苗記念研究図書館担当課長
戸山図書館担当課長
理工学図書館担当課長
所沢図書館担当課長
図書館調査役
多田　智子（座長）
鈴木　　努
荘司　雅之
湯川　亜矢
仁上　園子
齋藤　和子
小林　邦久
渡邊　幸弘
今村　昭一
